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ユ
ニ
ット
ケ
ア
で
地
域
生
活
を
支
援

「み
ず
な
ぎ
学
園
」
を
新
築
移
転

社
会
福
祉
法
人
み
ず
な
ぎ

学
園

（
本
部

・
舞
鶴
市
鹿

原
、
隅
山
充
樹
理
事
長
）

は
、
舞
鶴
市
丸
田
で
知
的
障

害
者
入
所
更
生
施
設

「
み
ず

な
ぎ
学
園
」
の
新
築
移
転
工

事
を
進
め
て
い
る
。
新
施
設

は
、
１０
人

一
組
の
６
ユ
ニ
ッ

ト
で
構
成
し
個
室
化
さ
れ
た

施
設
と
な
っ
て
お
り
、
入
居

者
の
地
域
生
活
を
目
指
し
た

支
援
の
場
と
な
る
。
来
年
４

月
の
開
所
を
目
指
す
。

同
法
人
が
本
部
所
在
地
で

運
営
す
る
更
生
施
設

「
み
ず

な
ぎ
学
園
」
は
、
１
９
８
３

年
に
開
設
。
定
員
は
６０
人
で

開
所
以
来
、
満
床
の
状
態
が

続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
４

人
部
屋
と
い
う
こ
と
も
あ

っ

て
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な

く
、
同

一
敷
地
内
に
定
員
５０

人
の
授
産
施
設
も
併
設
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
食
堂
な
ど

の
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確
保

で
き
ず
、
手
狭
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
と
い
う
。

舞鵠市丸 国に新築移転 され る知的障害者入所
更生施設 「みずなぎ学園」の模型

(送料 ・税込み) 面 升 経 済 新 粛

２４
時
間
営
業
、敷
地
面
積
は
３４３７
２ｍ

北
近
畿
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
な
ど
を
展
開
す
る
生
活

総
合
商
社
、
村
上
商
事
側

（本
社

・
福
知
山
市
土
師
宮

町
、
村
上
俊
英
社
長
）
は
４

回
、
丹
波
市
氷
上
町
市
辺
で

北
近
畿
最
大
の
セ
ル
フ
式
給

の
建
設
は
、
府
北
部
以
外
に

市
場
を
開
拓
し
、
よ
り
広
域

的
な
拡
販
基
盤
を
構
築
す
る

こ
と
が
目
的
。
加
え
て
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

て
あ
ら
ゆ
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
の

全
国
的
に
更
生
施
設
の
個

室
化
が
主
流
に
な
る
な
か
、

兼
ね
て
か
ら
保
護
者
か
ら
の

要
望
が
あ
つ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
５
年
前
か
ら
新
施
設

の
計
画
策
定
を
始
め
た
。
用

地
取
得
な
ど
、
行
政
や
保
護

者
な
ど
か
ら
の
支
援
を
受

け
、
新
築
移
転
工
事
が
実
現

し
た
。

新
施
設
は
、
０５
年
４
月
に

同
法
人
が
開
設
し
た
通
所
授

産
施
設

「
み
ず
な
ぎ
丸
国
学

園
」

の
そ
ば
に
建
設
さ
れ

る
。
近
く
に
は
八
雲
小
学
校

が
あ
る
。

施
設
の
敷
地
面
積
は
、
７

３
５
０
２ｍ
Ｏ
建
物
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て

延
べ
３
１
７
６
２ｍ
の
更
生
施

設
の
ほ
か
、
入
居
者
が
陶
芸

や
縫
製
作
業
な
ど
を
行
う
作

業
棟

（延
べ
床
面
積
４
７
５

斌
）
と
、
運
動
や
重
度
の
人

が
歩
行
訓
練
な
ど
を
す
る
ア

リ
ー
ナ

（同
５
３
２
っ面
）
も

建
設
す
る
。
こ
こ
は
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
ー
面
分
の

広
さ
を
持
ち
、
地
域
の
交
流

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
も

考
え
る
。

入
所
更
生
施
設
の
定
員
は

６０
人
。
児
童
か
ら
成
人
を
対

象
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
定
員
が
１０
人
と
な
る
。
１

階
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と

２
ユ
ニ
ッ
ト

（２０
人
）
の
ほ

か
、
管
理
室
、
ち
ゅ
う
房
な

ど
を
設
置
す
る
。
２
階
に
は

４
ユ
ニ
ッ
ト

（４０
人
）
を
設

け
る
。
個
室
化
さ
れ
た
部
屋

は
仕
切
り
を
外
し
て
２
人
部

屋
に
す
る
こ
と
も
可
能
。

施
設
の
設
計
は
、
側
ュ
ニ

テ
ィ
建
築
企
画

（京
都
市
）
、

施
工
は
、
奥
村

・
西
建
共
同

企
業
体
が
６
億
９
５
０
０
万

円
で
請
け
負

っ
た
。
総
事
業

費
は
、
７
億
７
３
８
７
万
６

千
円
。
う
ち
、
国

・
府
の
補

京
丹
後
市
は
、
昨
年
１２
月

に
京
都
市
左
京
区
の
京
都
工

芸
繊
維
大
学
と
締
結
し
た

「
相
互
の
連
携

・
協
力
に
関

す
る
包
括
協
定
」

に
基
づ

き
、
同
市
網
野
町
丹
治
山
に

同
大
学
の

「
京
丹
後
研
究
セ

ン
タ
ー
（仮
称
と

を
新
設
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
市
有
地

に
建
つ
金
属
工
場
跡
地
の
施

設
を
活
用
す
る
も
の
で
予
算

は
４
４
７
９
万
円
。
今
秋
か

し
て
も
氷
上
に
給
油
所
を
建

一
ド
』
と
し
て
の
役
割
も
担
う

設
し
、
地
元
の
み
な
さ
ん
に

一
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー

も
喜
ん
で
も
ら
え
地
域
に
貢

一
ド

・
ジ
ェ
イ
コ
ム
Ｆ
ｌ
ク
ラ

献
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」

一
ブ
カ
ー
ド
」
の
協
賛
店
や
提

と
新
し
い
給
油
所
建
設
に
当

一
携
店
を
周
辺
の
小
売

・
飲
食

一一，一車一一卒一主轟熙躙　　韓内幹雌証冶
一た同っ張し鞄強蛯範体韓ゲ一雌熱電丹波地域で募って

管
理
室
や
ス
タ

一
設
立
。
６
つ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

同
カ
ー
ド
は
、
同
社
が
昨

年
か
ら
日
本
海
信
販
側

（鳥

ッ
フ
ル
ー
ム
、
　
一
タ
ン
ド
の
経
営
を
主
軸
に
、

京 都 工 繊 大 の 京 丹 後 研 究 セ ンタ ー と して整 備 され
る金属 工場 の跡地 (京丹後市網野 町丹治 山)

京丹後市

助
金
が
３
億
７
５
０
ｏ

千
円
で
舞
鶴
市
は
、
・

千
万
円
を
拠
出
し
て
い

法
人
の
自
己
資
金
が
９

８
７
８
万
４
千
円
。

な
ぎ
学
園
は
な
０
７
７

６３

・
５
０
３
０
）

〔学

ポ

都

繊
大
の
研
究
セ

「人
」
「物
」
「知
郭

ら
研
究
活
動
に
使
わ
れ

両
者
は
、
「人
」
と

「

「
知
識
」
の
資
源
の
李

有
効
な
活
用
で
産
業

育
、
文
化
、
ま
ち
づ
ご

ど
の
分
野
で
連
携
と
協

す
る
こ
と
で
人
材
育
歳

業
の
活
性
化
、
地
域
汁

発
展
を
目
的
と
し
た
旬

定
書
に
調
印
し
た
。

そ
の
拠
点
と
な
る
日

タ
ー
は
、
敷
地
面
積
が

３
４
２ｍ
で
建
物
は
鉄
昏

階
建
て
。
広
さ
は
各
階

３
０
２ｍ
と
・
・
７
２ｍ
。

や
学
生
が
数
力
月
間
の

エ
コ‐
卜］ピ
ヤノ一泉都

の
企
業
誘
致
の
一一

パ
ン
フ
レ

４
千
部
体

福知山市


